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　「2050年にあなたは何歳になっていますか。」昨年、ボ
ンで開かれていた国連気候変動会議において、1人の若い
女性からの代表団への問いかけによって大きな衝撃が
走った。

　聴衆は拍手喝采した。翌日、何百人という代表団たちは、
揃ってその質問が描かれたTシャツを着用した。その中に
は、2050年には110歳になり、自分たちはわれわれの不
作為の結果を生きて見ることはないであろうと認めた議長
もいた。この若い女性のメッセージは明白だ。今後、彼女
がどのような世界に住むことになるかは、それを受け継ぐ
者とそれを遺す者の両方にかかっている。

　『世界子供白書2011』は、この根源的な洞察に同意し、
それを元に築かれている。今日12億人の青少年たち

（Adolescents）が、子ども時代とおとなの世界の試練に
満ちた分岐点に立っている。こうした若者の10人中9人が
開発途上国に暮らし、特に深刻な試練—教育を受けること
からただ生き続けることまで—少女や若い女性たちにとっ
ては、さらに大きな課題に直面している。

　子どもの生命を救うための地球規模の取り組みの中で、
ティーンエイジャーのことは、ほとんど耳にすることがな
い。5歳未満の子どもたちへの脅威の大きさを考えれば、
そこに資金を集中させることは理にかなっており、またそ
うした取り組みの結果、目覚ましい成果も得られてきた。
この20年間で、予防可能な原因によって日々命を落とし
ている5歳未満の子どもの数は、1990年の3万4,000人か
ら2009年には約2万2,000人と、3分の1削減された。

　だが、こういうこともある。ブラジルでは1998年から
2008年の間に乳児死亡率が低下した結果、2万6,000人の
子どもたちの命が救われた。ところが、同じ10年の間に8
万1,000人の15〜19歳のブラジル人の青少年が殺害され
た。人生最初の10年間で救った子どもたちの命が、その
後の10年間でむざむざと失われるなど、断じてあっては
ならないのだ。

　本書では、10代の子ども・若者たちが直面するさまざ
まな危険を、痛ましいほどに詳しく特集している。毎年
40万人が命を落とすさまざまな不慮の傷害、ティーンエ
イジャーの少女たちの主な死亡原因である早すぎる妊娠と

出産、7,000万人もの若者の就学を妨げるさまざまな圧力、
搾取、激しい紛争、そして最も悪質な、おとなたちの手に
よる虐待。

　また、すでに多くの開発途上国において、その増大する
影響が多くの若者たちの健康とやすらぎをむしばんでいく
気候変動などの新たな問題、若い人々の間に広がる深刻な
雇用機会の不足という労働の動向、それは特にこうした貧
しい国々においてそうであるのだが、そうしたことによっ
て引き起こされるリスクについても、考察している。

　青少年期（Adolescence）という時期は、脆弱さばかり
からなるのではない。さまざまな可能性に満ちた時期でも
ある。とりわけこの世代の少女たちにとってはまさにそう
である。より多くの教育を受けた女子ほど結婚と育児を先
に延ばす可能性が高いこと、そしてその子どもたちがより
健康で、より多くの教育を受ける可能性が高いことがわ
かっている。すべての若者に自分の生活を向上させるため
に必要なツールを与え、自分たちのコミュニティを改善す
る取り組みに参加させることは、彼らが生きる社会がより
強固となるよう、投資していることになるのだ。

　豊富な具体例を通じて、『世界子供白書2011』では、持
続可能な進歩が実現できることを明らかにする。また最近
の研究に照らせば、最も手を差し伸べることが難しい地域
に住む、最も貧しい子どもたちにまず注目することで、もっ
と迅速に、より費用対効果の高い方法での進展が可能であ
ることを示している。公平性に焦点を合わせることで、
10代を含むすべての子どもたちを支援することができる。

　これ以上時間をかけているわけにはいかない。今この瞬
間にもアフリカでは、ティーンエイジャーの少女がなんと
か教室に座るためだけに、非常に大きな犠牲を強いられて
いる。ほかにも、強制的に仲間に引き込もうとする武装集
団から必死に逃れようとしている少年がいる。南アジアで
は出産を迎える日をたったひとりで恐怖におののきながら
待っている妊娠中の若い女性がいる。

　ボンで問いを投げかけた若い女性は、何百万人もの若い
人々とともに、回答だけでなく、われわれ全員によるもっ
と大きな行動の実践を待っている。
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